や 小皿 を 投げた。 其の物 音に 驚いて、 Hj 翁が あが つ てき 

た。 

「どうな さ つたので す」 

主 翁 は 怒って いた。 由 平 ははつ として 我に かえった。 

「鼠が 出て 来て 煩 さいから、 追った の だよ」 

「鼠ぐ らいで、 そう 乱暴され ちゃ 困ります」 

主 翁 は 小言 を 云いながら 出て 住った。 由 平 は そこで 

元 気をつける ために 酒 を 喫んだ。 酒に 弱い 由 平 は 一本 

です つかり 酔って 床の 中へ 入った。 そして、 眼 を 覚ま 

したの は 夜半の 一時 比であった。 由 平 は 咽喉が 乾いた 

ので 水 差 を 取ろうと した。 すると 由 平の 指に 水に 濡れ 
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